
石
の
魅
力
を
区
民
の
皆
さ
ん
に
再

発
見
し
て
も
ら
お
う
と
開
催
し
た

第
2
回
「
し
ろ
い
し
な
風
景
」
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
。
昨
年
6
月
か
ら
9
月
に
か

け
て
作
品
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
26
人

の
方
か
ら
66
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

中
に
は
道
外
在
住
の
方
か
ら
の
応
募
も

あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
募
集
テ
ー
マ
は
「
花
と
緑
の

あ
る
風
景
」。
寄
せ
ら
れ
た
作
品
は
、

区
の
花
・
バ
ラ
が
美
し
さ
を
競
う
環
状

通
や
、
花
や
木
々
が
季
節
を
告
げ
る
白

石
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
な
ど
、
区
内

の
魅
力
あ
る
風
景
を
撮
影
し
た
も
の
。

色
鮮
や
か
で
、
そ
の
風
景
を
見
に
出
掛

け
た
く
な
る
よ
う
な
力
作
ば
か
り
で
す
。

募
作
品
は
10
月
26
日
か
ら
11
月
10

日
ま
で
白
石
区
役
所
や
白
石
区
民

セ
ン
タ
ー
で
展
示
し
ま
し
た
。

　

一
次
審
査
と
し
て
市
民
投
票
も
併
せ

て
行
い
、
来
場
者
に
お
気
に
入
り
の
写

真
を
1
人
3
枚
ま
で
選
ん
で
も
ら
い
ま

白

し
た
。
128
人
か
ら
計
366
票
の
投
票
が
あ

り
、
28
作
品
が
入
賞
候
補
に
な
り
ま
し

た
。

終
審
査
と
し
て
、
審
査
員
5
人
に

よ
る
審
査
会
を
開
催
。
市
民
投
票

で
選
ば
れ
た
28
作
品
に
、
写
真
家
・
千ち

葉ば

一か
ず

仁ひ
と

審
査
員
が
追
加
候
補
と
し
て
挙

げ
た
3
作
品
を
加
え
、
31
作
品
の
中
か

ら
入
賞
作
品
を
選
考
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
最
優
秀
賞
1
点
、
優
秀

賞
3
点
、
特
別
賞
5
点
の
計
9
点
の
作

品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

12
月
11
日
の
表
彰
式
で
は
、
宮み

や

川か
わ

学ま
な
ぶ

白
石
区
長
か
ら
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
の

受
賞
者
に
表
彰
盾
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

品
に
収
め
ら
れ
た
の
は
ど
れ
も
区

内
に
あ
る
風
景
。
見
慣
れ
た
景
色

に
も
、
季
節
や
見
る
角
度
を
変
え
る
こ

と
で
違
う
表
情
が
見
え
て
、
新
た
な
発

見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
も
「
し
ろ
い
し
な
風
景
」
を

探
し
に
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

応

最作

白石区では、区内で撮影した風景
写真を募集しています。
応募写真は広報さっぽろ区民のペ
ージの表紙や区役所ホームページ
などで紹介します。
募集要項は、区総務企画課広聴係
と区内の各まちづくりセンターで
配布しているほか、区役所ホーム
ページに掲載しています。
内容を確認の上、ぜひご応募くだ
さい。

を見つけたら…

ご応募待
ってます

！

2011ー❶ー広報さっぽろ白石   �

1

2

3

1 展示写真に見入る来場者
2 入賞作品を真剣に選ぶ審査員
3 宮川区長から盾を受け取る岩上さん

審 査 員 総 評
花や風景などを、自分の目線でとらえ、気負わず素直に
シャッターを切っている皆さんの姿が目に浮かびまし
た。また、区の花「バラ」の写真が多く、白石区のイメ
ージを考えながら撮影されたのだと想像します。
今はデジタルの時代。撮影した画像を見て、失敗したカ
ットは簡単に消去でき、数多く撮影することができます。
フィルム現像の手間も時間もかからず、本当に便利にな
りました。しかし、機材は変化しても撮影という行為そ
のものは変わりません。現場に足を運び、目に映ったも
のをカメラの視点でとらえ、イメージをめぐらせながら
シャッターを切る。
これからも思いを込めて、一枚一枚大切に写真撮影に臨
んでほしいと思います。

札幌市生まれ。幼いころに見た海洋ドキュ
メントのテレビ番組の影響でダイバーと
なり、同時に水中写真を独学する。
国内外の海や湖での水中写真撮影を中心
に広く活躍。
ネイチャーフォトオフィス「T

テール

AIL」主宰。
NPO法人北海道を発信する写真家ネット
ワーク監事。白石区在住。

※各作品の講評は千葉さんにお願いしました。

千葉　一仁さん
（写真家）


